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チェンマイ
タイ北部最大の都市

・歴史ある寺院や伝統文化と、おしゃれなカフェやナイトマーケットが共存する人
気都市

・都市の利便性と豊かな自然が調和した、心地よいライフスタイルが魅力で、「北
方のバラ」とも呼ばれている

受け継がれてきた⽂化を、未来につなぐ街

ワンパイ村
チェンマイ郊外の自然豊かな村

・山々や田園風景に囲まれた穏やかな環境で、タイのローカルな暮らしや文化を

体感

・地域の人々との交流を通じて、日本では得られない価値観や暮らしに触れられ

る場所



What？｜ガクチカ留学で何をするのか

チェンマイの特徴と魅力
北タイの⾃然、伝統⽂化、少数⺠族の暮らしに触れる学びの舞台

北タイの⾃然と穏やさ

⼭や森に囲まれたチェンマイの地
域は、都市部では味わえない⾃然
に近い暮らしを感じることができ
ます。
⽇本の⽣活では⾒えにくい、地域
に根ざした⽣活を体験できます。

伝統⽂化が⽇常に残る街

寺院、⼯芸、⾷⽂化、地域⾏事な
ど、⻑く受け継がれてきた⽂化が
今も暮らしの中に残っています。
観光地として⾒るだけではなく、
現地の⼈々が⽂化とともに⽣きる
姿を学べます。

少数⺠族の暮らしと地域資源

独⾃の⽂化や⾷を受け継ぐ少数⺠
族の村があり、⽂化を守ること
と、次の世代にどうつなぐかとい
うリアルな「課題」にも深く触れ
ることができます。
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美しい⽂化のすぐそばに、守り継ぐべき課題がある。


⽂化の魅⼒と、その裏にある現実
チェンマイには寺院や⼯芸、⾷⽂化、少数⺠族の暮ら
しなど魅⼒的な⽂化が多く残る⼀⽅、若い世代の都市
流出による担い⼿不⾜や、地域産品の収益性の低さと
いう課題があります。


「体験して終わり」にしない
どうすれば地域の⼈々の暮らしと収⼊につなげ、⽂化
を未来に残すことができるのか。
観光としての消費で終わらせず、持続可能な継承の仕
組みを現地の⼈々と共に深く探究します。

ただの観光ではない。地域課題に向き合い、未来の可能性を切り拓くプログラム
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北タイに暮らす少数⺠族、タイルー族
独⾃の⽣活スタイル‧⾷⽂化‧暮らしを受け継ぎながら、
⾃然と共に⽣きてきた⼈々

少数⺠族タイルー族の村を訪れ、観光地では⾒えにくい
「地域に根ざした暮らし」と「⽂化を受け継ぐ現場」に触れる



Why？｜なぜタイの農村で学ぶのか

暮らしに触れることで、「当たり前」が変わる
便利さだけでは⾒えない、⽣きる知恵‧⼈とのつながり‧⾃然との距離感を学ぶ。

01
 ⽣きる知恵
⾃然の素材や地域の⾷材
を活かす暮らしから、⽣
活の⼯夫を学ぶ。

02
⼈とのつながり
家族や村の⼈々が助け
合う関係性に触れる。

03
⾃分の価値観の再発⾒
便利さや豊かさについ
て、⾃分の⾔葉で考え
る。

タイルー族は、中国南部を起源とし暮らす⺠族です。
独⾃の⽂化や暮らしを受け継ぎながら、⾃然と共⽣する⽣活を営んでいます。

本プログラムでは、料理や⼿仕事、⾃然の中での暮らしを通して、
地域に根ざした⽣活を体験します。
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タイルー族の⾷⽂化「こんにゃく⾷」
村で受け継がれてきた⾷⽂化を、未来につなぐ地域資源として考える。

タイルー族の村では、⼭で採れるこんにゃくを使った料理が受け継がれてきました。
しかし、多様な⾷⽂化の発達や担い⼿不⾜等、⽂化を残していく上での課題もあります。
本プログラムでは、こんにゃくを単なる伝統料理として⾒るのではなく、地域の魅⼒を伝
える商品‧体験‧ソーシャルビジネスの種として考えます。

01
伝統⾷⽂化
村で受け継がれてきた、
⼭で採れるこんにゃくを
使った独⾃の料理。
地域に息づく暮らしの知
恵そのものです。

02
⽴ちはだかる課題
調理に⼿間がかかり、若
い担い⼿も不⾜。外部に
価値が伝わりにくく、伝
統が途絶える危機に瀕し
ています。

03
未来への挑戦
商品化‧体験プログラム
化‧価値発信を通じて、
単なる保護にとどまらな
い、持続可能なビジネス
の形を⽬指します。
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学⽣が取り組む3つのミッション
⽂化を知り、価値を考え、外の⼈に届く形へ磨き上げる

“守る”だけでなく、“届く形にする”ことで、⽂化を未来につなぐ



⽂化理解‧村の交流

タイルー族の村を訪れ暮
らしや⾷⽂化、こんにゃ
くが地域で受け継がれて
きた歴史や背景を深く学
びます。

こんにゃく作り体験

伝統的な製造⽅法を実際
に体験し、⼿作業のプロ
セスから、商品化に向け
た現場の課題や可能性を
理解します。

市場調査‧商品企画

チェンマイ市内で消費者
への調査を⾏い、集めた
リアルな声から新しい⾷
べ⽅‧⾒せ⽅‧届け⽅の
アイデアを考案します。

最終提案‧振り返り

調査を基に、伝統⽂化を
未来につなぐ商品プラン
や体験デザイン、プロ
モーション案をまとめ、
地域へ向けて提案しま
す。
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プログラム概要-現地プログラム一例
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このプログラムでできること

⽂化体験で終わらない、地域の価値を未来に届く形へ

体験を超えた「価値創造」へ

タイルー族の暮らしや⾷⽂化を「体験して終わり」
にするものではありません。
現地で⽂化の背景を学び、こんにゃくという地域資
源に触れ、その価値をどう伝え、どう商品や体験と
して広げられるかを深く考え抜きます。

共に学び、創るパートナーシップ

現地の⼈々と同じ⽬線で対話し、彼らの知恵から学
びながら、地域の魅⼒を尊重し、その輝きを未来に
つなぐ持続可能な⽅法を共に模索する⽴場で参加し
ます。

【プログラムの真髄】
単に“知る”ことにとどまらず、“どう残すか‧どう届けるか”まで⾃ら考え、

形にする実践的な経験へ



「マニアックな旅」をテーマに⼈⽣の幅が広がるような異⽂化体験を届ける機関

What？｜ガクチカ留学で何をするのか

現地パートナー「マニタビ」について



Conclusion｜ガクチカ留学の価値

“海外に行った経験 ”ではなく、
「文化の価値を考え、未来につなぐ経験」 がガクチカになる

01正解のない課題に向き合う

文化をどう残すか、どう届けるかという答えの
ない問いに向き合います。

02現地の声から考える

村の人々や現地の暮らしに触れ、机上ではな
く実体験をもとに考えます。

03価値を形にする

こんにゃくという地域資源を、商品・体験・発
信としてどう伝えるかを企画します。

04自分の言葉で語れる

異文化体験の感想で終わらせず、何を感じ、
どう考え、何を学んだかを言語化します。



Go ｜ 参加するために

安全⾯‧環境⾯について
初めての海外でも、安⼼して⽂化体験と実践に向き合える環境を整えます。

01



現地スタッフ連携
チェンマイや村での活
動経験がある現地パー
トナーと連携し、訪問
先‧移動‧活動内容を
事前に設計します。

02



⽇本⼈スタッフ同⾏
渡航中は⽇本⼈スタッ
フが同⾏し、体調不良
や不安がある場合も相
談しやすい体制を整え
ます。

03



無理のない活動設計
村での⽂化体験や移動
を含むため、休憩時間
や体調管理にも配慮し
たスケジュールで進⾏
します。

04



都市部と村の活⽤
チェンマイ市内の⽣活
環境と、村での実地体
験を組み合わせ、学び
と安⼼のバランスを取
ります。

05



⾷事‧衛⽣⾯への配慮
現地の⾷⽂化に触れなが
らも、体質‧アレルギー
‧衛⽣⾯に配慮し、事前
確認を⾏います。

【保護者の皆様へ】
本プログラムでは⾃然豊かな⼭村でのアクティビティや現地の家庭料理を体験する機会が含まれます。事前の安全ガイダンス、万全のサポート要員の
配置に加え、衛⽣⾯に細⼼の注意を払い安全に⼗分配慮した活動設計を⾏っております。



プログラム例



Go｜参加するために

金額や手続きのご案内

費用

498,000
円

※別途国内空港施設利用料および

海外空港諸税が必要となります。

主な内訳

①渡航費・宿泊費

②滞在時食費

③航空会社が賦課する燃油サーチャージ

④航空受託手荷物料金

⑤プログラム内交通費

⑥研修プログラム運営費（現地、事前事後学習含む）



Go｜参加するために

金額や手続きのご案内

中⼩企業 ⼤企業 上場企業 ⼀流企業 総合商社 外資系

400
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0
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現在のポテンシャル  → 1ランクアップ

初年度の年収差額で回収

キャンペーン価格

498,000　円

選べるお支払い方法

448,000   円

いまなら
５万円割引！
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将来に繋ぐ長期的なロードマップ
今回私たちがやるべきこと
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世界が訪れる、⽂化と暮らしの拠点


01
北タイ⽂化の中⼼地
寺院、⼯芸、⾷⽂化な
ど、地域に根ざした⽂化
が残る。


02
少数⺠族の⽞関⼝
独⾃の⽂化や⾷を受け継
ぐ地域と出会える。


03
地域資源の可能性
⾷⽂化や伝統⼯芸など、
魅⼒的な地域資源があ
る。


04
⽂化継承の課題
現代化により伝統をどう
残すかが問われている。

チェンマイ（ワンパイ村）というフィールドで主体的に問い、学ぶ

「⽂化を守る」と「地域を発展させる」を同時に考える


